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東大を「絆」とする卒業生ネットワーク

世界の各地に飛び立って様 な々活動を続ける東京大学の卒業生たち。
彼らのバイタリティは、本学の発展に大きく寄与しています。
卒業生室では、旺盛な活動を続ける卒業生と本学との連携を深めるために
東大を「絆」とする卒業生ネットワークの醸成を日々 、進めています。

　卒業生室では、「在学生、教職員、卒
業生」から成る大きな層を『グレータ
ー東大コミュニティ』と位置づけて、そ
の理念のもとに、大学と卒業生とのコミ
ュニケーション、あるいは卒業生間のコ
ミュニケーションを促進しています。
　現在、本学では国際化施策や総合
的教育改革などの全学的な施策が進
められつつありますが、それらは皆、本
学が世界のリーディング・ユニバーシ

ティと伍していくための戦略です。同様
に、卒業生室の活動に代表される「グ
レーター東大コミュニティの活性化」も、
実は、本学の総合力を強化するための
施策であり、本学が国際的な競争力を
強化するための大切な施策、いわば
『種まき』と言うことができます。
　国内外の多くの有力大学では、優れ
た卒業生の業績・活動がその大学の
総合力の一部と見なされ、他の大学と

グレーター東大コミュニティ活性化の意義

今年もホームカミングデイには国籍、世代を越えて卒業生や教職員が集いました。グレーター東大コミュニティにおける活発な交流はすでに始まっています
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第11回ホームカミングデイが行われました
プログラム一覧

米国出身のキャンベル教授と米国に渡った村山教授。「地球規模での活動におい
ては試行錯誤のコミュニケーションが貴重な経験になる」と強調されていました

　第11回ホームカミングデイが、10月20日(土)に本郷キャン
パス、駒場キャンパスにおいて開催されました。
　秋晴れのもと、安田講堂での特別フォーラムや若手卒業生
を対象にした講演会をはじめ、各部局によるイベント、各種同
窓会が開催されました。親子向けのイベントや本学卒のママ
対象のイベントなどには多くの家族連れの姿が見られ、キャ
ンパス内では世代を超えて楽しむ来場者の姿が見られました。
　今年の特別フォーラムのテーマは「グローバル化する世
界で学ぶ、働く、生きる」。濱田総長が呼びかけている「よりタ
フに」「よりグローバルに」のメッセージ通り、グローバルに活
躍するロバート・キャンベル教授（総合文化研究科）と村山
斉機構長（カブリ数物連携宇宙研究機構）が熱く語り合っ
たシンポジウムとなりました。またインターナショナルアラムナ
イフォーラムには外国人卒業生らが多く参加し、教職員ととも
に交流を深める場となりました。
　この日1日、約6,700名が両キャンパスを訪れました。
　なお来年のホームカミングデイは2013年10月19日(土)を

予定しています。

の差別化に大きく寄与しています。とこ
ろが、本学は優れた卒業生を数多く輩
出しているにもかかわらず、大学と卒業
生の関係が弱く、卒業生の活動が大学
のイメージに効果的に結びついていま
せん。
　大学と卒業生の『絆』を強めること
により、卒業生による大学の活動の支
援や卒業生同士の連携の強化も期待
できます。地方の優秀な高校卒業生獲

得の支援、本学学生の就職支援、本学
卒業生の転職支援、本学卒業生同士
のビジネス上の協力といった面で『グ
レーター東大コミュニティ』が秘める可
能性はとても大きいのです。これらの点
から濱田純一総長も卒業生関連の活
動を重視しており、1年に5、6回は地方
の同窓会に出席しています。
　さらに、海外で活躍する卒業生、外
国人卒業生との連携を図ることで国際

これらのほかにも、本郷キャンパス、駒場キャンパスにおいて、各学部・研究科・研
究所等による様 な々イベントが開催されました。
【第11回東京大学ホームカミングデイ】

http://www.alumni.u-tokyo.ac.jp/hcd/report/index.html

主な本部イベント ■本郷いちょう藝術祭　

■特別フォーラム　

■東大モール　

■東大ワールドカフェ　

■インターナショナル アラムナイ フォーラム

■懐徳館お茶会

主なリユニオン ■ 20、30、40周年学年会　

■同窓会連合会全国大会

■サッカー招待試合　

■スポーツ同好会交流試合　

■各種クラス会　

■各種サークル同窓会

若手卒業生による

主な企画

■東大のびのび広場　

■東大ママ門交流会　

■熱中講義　

■卒業生対談　

■銀杏並木ビアガーデン

■屋外パフォーマンス

的な競争力を強化することができます。
特に、「海外の優秀な留学生・研究者
の獲得」、「本学の優れた研究成果の
海外発信」などにおいて、世界各地で
活動する卒業生が貢献できる余地は
大きいと言えましょう。
　『グレーター東大コミュニティ』は、
本学が「世界を担う知の拠点」として
発展し続けていくための強力な支援ネ
ットワークと言うことができるのです。

理学部のプログラム「家族で体験　理学のワンダーランド：村山斉先生と宇宙に
ついて学ぼう」でクイズを楽しむ参加者

http://www.alumni.u-tokyo.ac.jp/hcd/report/index.html
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卒業生室では、起業家精神・起業マインドを醸成する
ために、人的交流の場を提供しています。このプログ
ラムは、産学連携本部との共催で開催しています。そ
こには、新境地を開拓した各界のリーダー、ITベンチ
ャーや若手起業家、起業マインドの強い卒業生や学生
が集まっています。参加者たちは様々なタイプの交流
会を通じて、広いネットワークの構築と情報交換の促
進を図っています。

グレーター東大塾

TSII ── 東京大学の卒業生連携プログラム

卒業生室からのメッセージ

東大ベンチャースクエア

本学卒業生室では、『TSII（Todai Social Innovation Initiative）』という枠組みの中で、卒業生が生涯にわたって大学との絆を持
ち続け世界的視野に立って大学や社会に貢献し続けることができるような活動の場を提供していきます。

　先輩とつながる。同期とつながる。東大とつながる。 ───『TODAI for tomorrow（TFT）』は、卒業生と東京
大学の「絆」をより深めるオンラインコミュニティ。東京大学の今を伝えるメルマガ配信や卒業生向けサービス
を提供しています。
【TFT登録者には以下のような特典があります】
◆卒業生の証、東大ドメインのアドレスが取得できます。
◆東大が提供する講演会、講座等の情報をいち早くお届けします。
◆オンライン上で同窓生とつながることができます。
◆東大出版会、ホテル、レストラン、劇場チケット等の各種優待があります。
　詳細はhttp://www.alumni.u-tokyo.ac.jp/tft/

TODAI for tomorrow (TFT)とは？

東大モール

生涯学習プログラムのひとつです。社会連携関連の先
端専門性に焦点を置き、現実社会の身近なテーマを取
り上げ、塾長となる教授の指導のもとに大学と社会が
連携して第一線の課題に取り組み、問題解決のネット
ワークを構築します。2010年8月より「木の社会の実現
に向けて」をスタート。「深海資源戦略」「海洋生物の
ポテンシャルを求めて」「アジアの新しい形を構想す
る」を開講し、第5弾は2013年春に開講の予定。

卒業生がボランティアで主催、共催している朝カフェ
や勉強会を集めて紹介しています。ショッピングモー
ルでいろいろなお店をのぞくように、いろいろな勉強
会をのぞいて参加していただくのが目的。別途、オー
プン参加型のリアル勉強会を奇数月の第3土曜日に本
郷キャンパスで開催し、卒業生と学生がともに勉強す
る場を提供しています。登録団体は16団体 （11月現在）。
ht tp : / / w ww.f acebook.com/ Todai .Mal l /

app_167848959944613#!/Todai.Mall

ぜひTFTのサイトにアクセスください！

　卒業生活動をより活性化していくために、2010年度より「卒業生のための生涯学習プログラム」や「卒業
生によるボランティア活動支援プログラム」などの、卒業生活動新機軸プロジェクト「TSII（Todai Social 
Innovation Initiative）」を新しい活動の柱に据えて取り組んできました。
　全ての卒業生が生涯にわたって大学との絆を持ち続け、世界的視野に立って公正な社会の実現や科学・
文化の創造に貢献し続けるため、卒業生室では卒業生の知的活動を促進させるとともに、卒業生自らが参画
する仕組みを構築してきました。様 な々コンテンツ投入から丸3年が経ち、以下の進展がみられました。

●オンラインで繋がるTFT(TODAI for tomorrow)会員数が
　2010年4月の11,700名から2012年12月現在21,100名に増加
●赤門学友会登録団体数は同じく124団体から208団体に増加
●ホームカミングデイ参加者は2009年の2,700名から今年の6,700名に増加

　従来の活動を総括し、今後の卒業生室の役割を「本来のオンラインディレクトリーを含む名簿管理の質的
向上」「卒業生による“自主的な活動への支援”」に戻します。
　具体的には右図のとおりです。ご協力のほど宜しくお願いいたします。

【 卒業生室副室長・山路一隆 】

卒業生室活動の今後

構成：本部広報課（内線：22031）
卒業生室に関する問い合わせ：卒業生室（内線：21216）

http://www.alumni.u-tokyo.ac.jp/tft/
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問い合わせ先：教養学部等学生支援課（内線：46073）
email: shien-kakari@adm.c.u-tokyo.ac.jp

第63回駒場祭では3日間で115,000人もの来場者が訪れ、講演会、公開講座、各種展示、各種パフォーマンスを始めとする様々な企画を楽しんでいました

第63回駒場祭 開催しました !
　11月23日（金・祝）から25日（日）まで、駒場Ⅰキャンパスにお
いて、第63回駒場祭が開催されました。今回のテーマは、
Festival（お祭り）とholic（中毒）を足し合わせた『Festaholic』。
駒場祭に打ち込む情熱を、駒場祭に来て下さる方 に々しっかり

伝えようという思いが込められています。
　今年度は、駒場祭委員会の本部企画として、古賀茂明氏（元
経産官僚、現大阪府市統合本部特別顧問）の特別講演会「日
本は再生できるか」、数理科学研究科の公開講座「『空間』へ
のアプローチ」、長谷川壽一教養学部長特別講演会「東大の
リベラルアーツ」、博物館特別講座「観光のダイナミズム―ハ
ワイから考える」をはじめとして、理系から文系まで幅広い分野
の公開講座などが行われ、いずれも満員の盛況となりました。
　また、東京大学の知に気軽に触れることのできる学術企画も
大変好評でした。企画内容も理系から文系まで豊富に揃い、企

画形式も展示型、体験型、討論会、音楽演奏など多岐にわたり、
会場となった21KOMCEE、8号館等は、終日大勢の来場者で
賑わいました。
　その他にも、学生たちによる多彩な企画が行われ、来場者か
らの投票によって最優秀企画を決める駒場祭グランプリにおい
て、出店・模擬店部門では「東大喫茶殿」、学術文化部門では
「プラネタリウム～つながる星空～」、音楽演奏部門では「エレ
クトーンコンサート2012」、パフォーマンス・演劇部門では「東
大踊々夢」がそれぞれ一位に選ばれました。
　なお、今年度から、皆さまにご協力いただき、酒類の全企画で
の取扱い及び、キャンパス内への持ち込みを全面禁止といたし
ました。キャンパス内は明るく賑やかな雰囲気に包まれ、3日間
で約115,000人もの来場者が訪れました。
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国際沿岸海洋研究センター専門職員・川辺幸一です。2月から大槌町勤務に戻りました。 
釜石市から提供を受けた仮設住宅に住み、
そこから大槌町中央公民館内にある復興準備室に通勤しています。

大槌の未来

小松 幸生 新領域創成科学研究科准教授

Beautiful Boy (Darling Boy)

　沿岸センターでは「ひょうたん島通信」
第5回でもご紹介した大槌町立小・中学
校の仮設校舎に通う小学6年生からの依
頼を受け、11月13日に出前授業を行い
ました。
　今回は大竹二雄センター長と福田秀樹
助教が「海の色のはなし」「サケについ
て」というテーマで話し、小学生の皆さ
んからは多くの質問も飛び出す活気ある
授業となりました。小学校の担当の先生

からは「これからも出前授業を続けて下
さい」との言葉をいただきました。出前
授業は震災前よりセンターの地域貢献の
一環として行われてきたもので、今後も
引き続き行っていく予定です。
　震災以降、海を見ることを嫌がる生徒
さんもいると聞きます。これをきっかけ
にもう一度大槌の豊かな海の素晴らしさ
を少しでも思い出してもらえたらと思い
ます。

制作：大気海洋研究所広報室（内線：66430）

岩手県大槌町の大気海洋研究所附属国際沿岸海洋研究センターのすぐ目の前に、蓬
ほ う ら い

莱島という小さな島があります。
井上ひさしの人形劇「ひょっこりひょうたん島」のモデルともされるこの島は、「ひょうたん島」の愛称で大槌町の人 に々親しまれてきました。
ひょうたん島から大槌町の復興、そして地域とともに復旧に向けて歩む沿岸センターの様子をお届けします。

大槌湾をブイで測る

大槌発!

　海洋観測の主体は昔も今も船舶観測で
あることに変わりはありませんが、近年
の情報・通信技術の進展のおかげで、陸
にいながら、荒天時でも海洋観測ができ
るようになってきました。
　2012年10月3日、岩手県大槌湾の南部
に突き出た長埼という岬から真北に
100mほど離れた水深40mの海上に、海
洋観測ブイ2基を設置しました。一つは、
ケーブルの先端に水質センサーを取り付
けて小型ウィンチでセンサーを自動的に
昇降させ、海面から海底付近までの水質
（水温、塩分、溶存酸素濃度、濁度、ク
ロロフィル濃度他）の深さ方向の分布を
連続的に計測する「水質プロファイリン
グブイ」です。もう一つは、GPSによ
り波高、波周期、波向を連続的に計測す
る「波浪ブイ」で、このブイには超音波
風速計を搭載して海上風も計測していま
す。いずれのブイも近年開発されたばか
りの最新の機器で、電源はすべて太陽電

池でまかなっており、計測したデータを
携帯電話と人工衛星経由でリアルタイム
に送信しています。
　これらのブイを用いた大槌湾の観測は、
文部科学省の「東北マリンサイエンス拠
点形成事業」の中で大気海洋研究所が実
施している課題 「プロジェグランメー
ユ」（http://teams.aori.u-tokyo.ac.jp/） の
一環として行っているもので、湾内には
他にも流速計やリン酸計が数か所に設置
されています。課題では、このように湾
内の海洋環境を連続的に計測することに
より、湾内と外洋との間の海水交換の実
態や水質および栄養塩環境の変動メカニ
ズムを解明し、養殖業をはじめとする周
辺海域の漁業再生に有効な科学的知見の
提供を目指しています。
　ブイを設置した場所は、釜石東部漁業
協同組合が管理するワカメとホタテガイ
の養殖施設に隣接しており、ブイの設置
にあたっては、現場での設置位置の確定

第11回

大槌湾に係留設置した水質プロファイリング
ブイ。ブイで計測しているデータは同時に設
置した波浪ブイのデータとあわせてインター
ネットでリアルタイムに公開する予定。

大竹センター長の話に熱心に聞き入る小学生
たち

作業に同漁協の理事長自ら参加して陣頭
指揮をとっていただくなど、同漁協には
大変お世話になりました。他にも新おお
つち漁協、岩手県水産技術センター、釜
石海上保安部にご協力をいただき、また、
大気海洋研究所附属国際沿岸海洋研究セ
ンターのサポートを得ました。

http://teams.aori.u-tokyo.ac.jp/
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約束の実現
　年間2000億円もの東京大学の収益。その中の運営
費交付金や授業料等大学の基盤となる財源は、まず約
束を果たさないと、自分のもの(収益化）にならない
ことは以前ご紹介しました（第17回「約束つきのお
金」）。今回は、その約束を果たしたかどうか認識する
方法についてのお話です。
「なあ、お母ちゃん。横浜のおっちゃんからもろた小
遣い、お母ちゃんに預けといたやんか。あれくれへ
ん？｣
「勉強頑張るゆう約束でもろたやつか。アンタこの前
の期末、散々やったやろ」
「別にテストでいい点とるだけが頑張りちゃうわ」
「そりゃそうや。ほんなら、頑張ってるゆう証拠ある
んか。お母ちゃんが納得できる証拠見せてみい」
　国立大学法人の約束は中期計画・年度計画に記載し
た教育・研究業務を行うことで、上のお嬢さんのよう
に成果を見せることではありません。業務が滞りなく
行われたかは業務の進行が期間の進行と一致している
かで測ります。例えば教育なら鍵は学事暦。大学は前
期・後期の2学期制。授業は前期、後期とも15コマず
つ定期的に行われ、1年間無事に終われば1年生は2年
生に進級です。一定期間が進めば、一定業務が進み、
それを約束の実現と見なす。これが国立大学法人の収
益化の原則で「期間進行基準」と言います。
　他に特例として、「業務達成基準」（例：特定の研究
プロジェクト用に措置される交付金。目標への達成が
約束の実現時）や「費用進行基準」（例：退職手当な
ど法律等で義務化され、措置される交付金。経費使用
時が約束の実現時）などの方法もあります。
　民間企業では商品を販売し、対価を得た時点で売上
に計上します。その考えを元に、国立大学法人の実態
に合わせて作られた収益化の方法ですが、「ほんまそ
うやわ！」お母ちゃん、納得してくれまっか？(青）

　留学生・外国人研究者支援課に所属する私は、日々、
様々な支援を行っています。
　たとえば、ある日の窓口ではこんなやり取りが……
学生「あのー、連帯保証ってココですか？」
本田「賃貸物件に住む場合の連帯保証のことですか？」
学生「ああ、はい。」
本田「では、この制度の説明をします。まず、東京大学
の学生であることが必要です。次にこの保険に加入して
ください。また、この制度は東京大学が機関としてこの
保険の加入を前提に連帯保証をするものです。あと…」
学生「あのー、保険料はどこで…」
本田「ローソンのロッピーという機械で払えます。」
学生「次にやることは…」
本田「そうですね、不動産家さんのところに行って…」
学生「あのー、４人でシェアしたいんですが…」
本田「その場合は各々が保険に加入しなくてはならなく
て、そのために必要な書類はこれで…」
学生「えーと、ところで、奨学金に申し込みたいんですが」
本田「窓口が各研究科の留学生担当部署なので…」
学生「ああ、そうなんですね。そういえば…」
　完璧な留学生支援などといったものは存在しない。完
璧な絶望が存在しないようにね。
　そんなこんなな日々。

男・ホンダ、留学生支援のために日々奮闘しております

こちらは「業務達成基準」を採用した研究プロジェクト「災
害緊急情報を活用した大学防災情報システムの開発」（情報
学環）の成果の一つです。緊急地震速報の放送装置を開発し、
既存の放送設備でも緊急地震速報が放送可能になりました。

E-mail: kessanka@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

得意ワザ：体調が良いと紙束の厚みで枚数がわかります
自分の性格：よく「本田は本田だよね」と言われます
次回執筆者のご指名：大原佳園子さん
次回執筆者との関係：駒場勤務時代の同僚です
次回執筆者の紹介：朗らか系の教師系事務職員です本部財務部決算課（内線22126）

数字が語る東京大学

第26回

第82回

本田 健一

留学生支援を語る時に我 の々語る事

女性職員が多い生活
支援チーム。華やか
な環境の中、高野専
門職員と黒二点でが
んばっております

本部留学生・外国人研究者支援課
生活支援チーム　係長 
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　みなさん、当本部が運営している「東京大学アント
レプレナープラザ」（以下、アントレプラザ）をご存
じですか？　「Entrepreneur（アントレプレナー）」と
は、自ら事業を興す起業家のこと。つまり、本学の教
育研究成果を活用した事業を行うベンチャー企業を支
援する「大学発ベンチャー企業支援施設」なのです。
　「そんな建物、見たことないけど、どこにあるの？」
といったご質問をよくいただきます。はい、本郷キャ
ンパスの南端、懐徳館の近くに立地し、大学発ベンチ
ャー企業用に、広さ約58m2の部屋を30室貸し出して
います。バイオ系のウェットラボにも対応可能なうえ、
会議室等の共用施設が使えるほか、当本部が提供する
経営支援を受けていただくことも可能です。
　最近、こんなお問い合わせをいただきました。
　「ゼミの学生が会社を始めたらしい。広い部屋は必
要ないし、家賃を払える身分ではないらしいけど…」。
　そのような学生のみなさんには、デスク単位で安価
に借りられる「共用インキュベーション室」をご用意。
起業前からでもコンサルティングを行っています。
　国立大学法人化後、研究成果を広く社会に普及して
いくことが国立大学の本務のひとつとして位置づけら
れたのは、みなさんもご存じかと思います。このアン
トレプラザを、新しい学術領域の開拓と成果の社会還
元において重要な役割を担う大学発ベンチャーを実現
するスペースとして、ぜひご活用いただきたいのです。
　お問い合わせをよくいただく質問をWebにピック
アップしました。ぜひご覧ください！   

「知」を社会課題の解決へと　
つなげる方法論の研究

　今日、未来社会に貢献しうる知の創出が加速してい
ます。例えば、ノーベル賞の対象となったiPS細胞の
研究を含むDNAに関する研究は、ワトソンとクリッ
クが二重螺旋構造を発見した1953年から今日までの
間に、年間の論文数が約千倍になっています。
　一方で、知識の爆発、細分化、非モジュール化とい
った現象が社会における知識の利用を阻み、「埋没知」
現象を生み出しています。なお、非モジュール化とは、
知識の構造変化が頻繁に起こり知識とその活用先との
関係が不明確になっている状態を指します。これを乗
り越えるため、基礎的な研究としては、情報工学を用
いて大量の知識の構造化を行い、政府・企業の意志決
定に有効活用することや課題解決につながる知の出合
いの設計を支援する手法等を研究しています。さらに
その応用として、開拓した手法を組み合わせて重要な
分野に適用することや手法を統合した情報システムの
開発を行っています。具体的には、東日本大震災で、
知識の構造化の基礎技術を利用して、復旧計画立案の
手助けとなるよう、被災地域の取引関係マップを作成
し政府に提供をしました。また、研究を背景とした実
践的活動として、東アジアにおけるエネルギーロード
マップの策定、APECやOECDでの発表、節電運動
等荒川区での地域貢献も行っています。

人類が獲得した大量の知をどう活用するか。知識を構造化して課
題解決につなげる研究が進んでいる。
A large model of the DNA double helix titled "Genome: The Secret of 

How Life Works" at the Smithsonian Institution's Arts and Industries 

building in Washington. (Photo by AP/AFLO)

第85回

坂田 一郎 政策ビジョン研究センター 教授
（工学系研究科兼担）

http://pari.u-tokyo.ac.jp

産学連携本部政策ビジョン研究センター

政策ビジョン研究センターが現在最も重要視している
トピックスを中心にお届けします。

第39回

詳細はコチラ！　　http://www.ducr.u-tokyo.ac.jp/jp/

information/crossroad/index.html

「アントレプレナープラザ」って、　   
何ですか？

http://www.ducr.u-tokyo.ac.jp/

産業界と大学がクロスする場所から、産学連携に関する
“最旬”の話題や情報をお届けします。

東京大学アントレプレナープラザ

http://pari.u-tokyo.ac.jp
http://www.ducr.u-tokyo.ac.jp/jp/information/crossroad/index.html
http://www.ducr.u-tokyo.ac.jp/
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　平成24年の小中学校全国学力・学習状況調査の結果、
小学生において、理科の勉強は好きで（約82％）よ
く分かる（約86％）という結果は、算数や国語に比
べて高い。しかしながら、理科を大切と思っている児
童は少なく、将来役に立つものでもないと考えていて、
その結果、科学技術職に就きたくない、と答えている
児童が多いのである。教科書でもっとキャリア教育に
ついての中身を充実させて、科学知識がどのように応
用されているのかを教えないといけないのかもしれな
い。その意味で、東大教養学部の学生くらいになると、
さすがにそのようなことはないだろうと思ったが、1
年生の必修授業でアンケートを取ったところ、何と8
割近くの学生が「1年の時からキャリア教育の授業を
してほしい」という要望を出してきたのである。
　そこで、このようなことを解決するには私たちの部
門の出番だということで、定松淳 特任講師と相談し、
冬学期から早速、主に、科学技術インタープリター養
成プログラムを修了した若手を招いて、「進路を選ぶ
10の方法」と題した全学自由ゼミを開講した。東大
生が、進学振分け、後期学部進学、大学院入学を機に、
何を考えて進路を選んだか、なぜ転職したのか、など
を率直に話してもらおう、というのが趣旨である。同
時に、本郷のキャリアサポート室の応援を仰ぐことに
なった。ここでは、自分自身のキャリアに対する考え
方を振り返ってもらうため、ワークシートに記入した
り、グループ・ディスカッションを取り入れたりする
ことで、自分の力を引き出すということを目標にして
いる。その結果、150人超の出席者がひしめく大人気
講義になってしまった。ファシリテーターの定松講師
の調整により、文理が混在している参加者にも十分理
解できる講義になっている。また、登壇する講師の方
のキャリアも文理いろいろで、話が多岐にわたり、各
講師の意欲と熱気が十分に学生に伝わっているのでは
ないかと思う。
　何を今さら東大が、という感想をお持ちの方も多い
だろう。しかし、我が子よりも年下となった学生を見
ていると、小学生がそのまま大学生になったような気
がして、手を差し伸べたくなる。これも年とった証拠
として、同僚の皆さんにも許していただくことにしよ
う。

救援・
復興支援室
より

第19回第65回

石浦 章一総合文化研究科 教授
教養学部附属教養教育高度化機構
科学技術インタープリター養成部門

本学の救援・復興支援室の最近の状況や、
遠野分室の日々の活動の様子をお届けします

http://science-interpreter.c.u-tokyo.ac.jp/
科学技術インタープリター養成プログラム

遠野分室ものがたり
　
　「被災地を忘れないで！」。
東日本大震災から1年9ヶ月が経過し、被災地に2度目
の冬がやって来ました。
　被災地を訪れる度に、時間が止まったような錯覚を
覚え、復興は少しずつ進んでいるのですが、実感が湧
かないのが現状です。被災した実家も、がれき・柱が
撤去された後、約1年変化はありません。
　ある仮設住宅で、一人のおばあさんとお話した際、
「被災県以外では、もう震災や被災地の事を忘れかけ
ている…と聞くが、毎日テレビやラジオで放送され
ているのにね？」ハッとさせられる一言である。東京
ではほとんど放送されなくなった震災関連のニュース
は、ここ岩手県では毎日欠かさずトップで放送されて
おり、そのギャップは想像以上です。
　全国各地で、震災の風化を防ぐイベントや講演会等
が開催されていますが、『百聞は一見に如かず』、一人
でも多くの方が被災地を訪れ、一度見たら忘れられな
いその光景を目にする事が、最大の風化防止となるの
ではないでしょうか。
　どんどはれ・・　　

http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/info_j.html

Email： kyuenfukkou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp　　
内線：21750（本部企画課） 

11月10日～
12月23日

福島県相馬市の学習支援ボランティア

11月16日 総長が岩手県遠野市と大槌町を訪問

11月22日 第 16回救援・復興支援室会議

12月25日～
1月11日

岩手県陸前高田市の学習支援ボランティア

赤崎 公一文：本部企画課係長（遠野分室勤務）

救援・復興支援室の活動（11月～12月）

キャリア教育は東京大学に必要か 

【上】震災後の様子
（赤崎実家）。【下】現
在の様子（同）。こ
の状態が約1年続いて
いる…

http://science-interpreter.c.u-tokyo.ac.jp/
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/info_j.html
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秋の紫綬褒章受章
木畑洋一名誉教授、山下晋司教授、中
山信弘名誉教授、濱口宏夫名誉教授、近藤
豊教授、福田裕穗教授、笹川千尋名誉教授
が、本年秋の紫綬褒章を受章いたしました。

木畑　洋一　名誉教授
（大学院総合文化研究科・教養学部）

木畑洋一名誉教
授が、本年秋の紫綬
褒章を受章されまし
た。木畑先生は、長
年にわたってイギリ
ス及び国際関係を対
象とした歴史学の研
究、教育に努められ、
西洋史、東洋史、日本史の境界を超えた研
究の発展に貢献されました。
木畑先生のご業績の最大の特徴は、イ
ギリス帝国に注目することによって新たな
研究領域を開拓された点にあります。イギ
リスが 19世紀以来大帝国を支配し、幕末・
明治以来の日本にも多大の影響を及ぼした
ことは言うまでもありません。しかし、こ
のようなイギリスの帝国支配に注目して国
際関係を見る視点は、アメリカ合衆国の隆
盛と共に忘れ去られた観がありました。こ
の状況に対し木畑先生は、イギリスの文書
公開によって豊富に利用できるようになっ
た外交史料を渉猟し、広い範囲にわたる実
証的研究を行ってこられました。先生は、
帝国支配を当然のこととして受け止める人
びとの心性を「帝国意識」として検討し多
大な成果を挙げられたのみならず、帝国と
してのイギリスと日本との関係の研究に
よって、諸外国の研究者にも大きな影響を
与えてこられました。これらの研究は、イ
ギリス帝国史分野においては、『支配の代
償：英帝国の崩壊と「帝国意識」』といっ
た単著、日英関係史の分野においては『日
英交流史：1600-2000』という全 5巻の
共編著などとして公表されています。先生
は、平成 9年には『帝国のたそがれ：冷
戦下のイギリスとアジア』に対して大平正
芳記念賞を受賞されました。
木畑先生は、学会において、歴史学研
究会委員長、日本歴史学協会会長などの要
職を歴任し、その発展に寄与されたのみな
らず、本学においても、評議員、大学院総

合文化研究科長・教養学部長を務められま
した。学部生の交換留学の推進、英語を教
育言語とした授業の導入、韓国や中国との
教育交流にも力を尽くされるなど、先生の
功績は誠に顕著です。
この度のご受章を心よりお祝い申し上

げますとともに、先生のご健勝と益々のご
活躍を祈念しております。
（大学院総合文化研究科・教養学部　後藤
春美）

山下　晋司　大学院総合文化研究科・教
養学部　教授

大学院総合文化
研究科の山下晋司教
授が、本年秋の紫綬
褒章を受章されまし
た。山下教授は、文
化人類学の分野にお
いて長年にわたって
教育・研究に努めら
れ、東南アジアおよび東アジア研究の第一
人者として、学界および教育界の進歩と発
展にひろく貢献なさいました。 

山下教授のご業績の特徴は、東南アジア
の宗教／儀礼研究から出発し、東南アジア
都市・国家論、移民研究、そして観光人類
学というかたちで、常に視点を拡張されて
きたという点です。最初の単著にあたる『儀
礼の政治学─インドネシア・トラジャの動
態的民族誌』では、インドネシア・スラウェ
シ島トラジャ族の葬送儀礼を精密に分析し
つつ、それがインドネシアという近代国家
に編成される過程で観光化や民族的な象徴
化のダイナミックな過程の中にあることを
示し、後進の研究に甚大な影響を与えまし
た。
こののち、先生のご関心は文化人類学か

らみた国民国家論へと発展し、『バリ─観
光人類学のレッスン』において観光人類学
という新たな領域を確立すると同時に、そ
の視座を世界的な移民の動態へと拡大して
いきます。近年の『観光人類学の挑戦─「新
しい地球」の生き方』および The Making 

of Anthropology in East and Southeast Asia

という編著はそうした研究の成果でありま
す。 

山下教授はこれらの業績に対して、澁澤
賞、日本文化人類学会賞、米国図書館協会
の Choice Outstanding Academic Titles

といった数々の賞を受賞されています。さ
らに、日本文化人類学会会長、総合観光
学会会長代行、American Anthropologist

誌の編集委員等さまざまな学術活動に従事

されてきました。今日に至るまで急速に変
化するアジアおよびグローバル社会の中
で、常に新たな道を模索なさっています。
この度のご受章を心よりお祝い申し上
げますと同時に、先生の益々のご活躍を祈
念しております。
（大学院総合文化研究科・教養学部　福島
真人）

中山　信弘　名誉教授
（大学院法学政治学研究科・法学部）

中山信弘名誉教
授が、知的財産法学
の研究におけるご功
績により、本年秋の
褒章において紫綬
褒章を受章されまし
た。中山先生は、非
常に新しい分野であ
る知的財産法学の初期からの数少ない研究
者として、永年にわたり知的財産法学の教
育、研究に努めてこられました。
日本では知的財産法が無体財産法と呼
ばれた時代に、知的財産法学を専攻する指
導教授がいない状況で、知的財産法の基本
的な問題の一つを「従業者発明における
発明者の地位」という論文として発表さ
れ、本学の無体財産法講座の初めての教員
となられました。体系的研究を進め、その
集大成を教科書である『特許法』、『著作権
法』として発表されました。また、中山先
生は、情報を保護対象とする知的財産法
が、技術の発展により必然的に変容してい
かなければならないことを早くから強く意
識され、情報化社会の発展に即した知的
財産法学を発展させるべく努力し、『コン
ピュータ・ソフトウェアの法的保護』を発
表されました。技術の発展により生じた著
作権法の変容について書かれた『マルチメ
ディアと著作権』では、急速な情報関連
技術の発展を踏まえた法律学の研究が評
価され、平成 9年に第 12回電気通信普及
財団賞（テレコム賞）、平成 11年に The 

World Technology Award （The World 

Technology Network）を受賞されました。
このような業績により、知的財産法学
は学問分野として認知され、国家政策の一
翼を担うようになりました。政府の審議会
委員を務め、わが国の知的財産法の政策立
案、立法等に深く関与し、その功績に対し
て、平成 4年に工業所有権制度関係功労
者通商産業大臣表彰を、平成 17年に産業
財産権制度 120周年記念内閣総理大臣感
謝状を受賞されました。
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福田　裕穂　大学院理学系研究科・理学部
教授

大学院理学系研
究科生物科学専攻の
福田裕穂教授が、長
年にわたる植物科
学分野の研究・教
育・発展への功績に
より、本年秋の紫綬
褒章を受章されまし
た。
福田教授は、植物科学とくに植物生理
学の分野で長年にわたり教育、研究に努
め、当分野の発展に貢献されました。福田
教授の最大の業績は、植物の組織構築のモ
デルとして、維管束の形成機構の解明を一
貫して進めてきたことにあります。ヒャク
ニチソウの葉肉細胞から道管細胞に分化す
るシステムを大学院生時代に確立して以
来、一貫して独自の研究手法、技術の開発
を行い、独創的な研究成果を発表し続けて
きました。最近の顕著な業績としては、秩
序だった維管束形成の鍵を握る低分子ペプ
チド TDIFの発見、その受容体およびシグ
ナル伝達経路の解明や、木部道管分化のマ
スター遺伝子の発見などが挙げられます。
教育面でも、これまでに多くの優れた学生
を育てて植物科学分野に送り出してきまし
た。また、基礎科学研究に留まらず、最近
では文部科学省のグリーンイノベーション
創出事業「グリーン・ネットワーク・オブ・
エクセレンス（GRENE）」の一環として「植
物 CO2資源化研究拠点ネットワーク（NC-

CARP）」の代表を務め、地球環境問題の解
決に植物や微生物を利用するプロジェクト
にも精力的に取り組んでいます。実際に、
植物細胞壁の形成パターンを決定する 4

遺伝子の同定に成功するなど、有用植物や
植物バイオマスの改良につながる研究への
展開も広げています。学界においては、日
本植物学会会長、日本学術会議会員を務め、
また大学運営においても、評議員、副研究
科長を務めるなど、我が国の生命理学にお
けるリーダーシップを大いに発揮されてい
ます。
これらの業績により、2007年に日本植

物細胞分子生物学会学術賞を、2010年に
日本植物生理学会学会賞を受賞されまし
た。この度の紫綬褒章の受章を心からお祝
い申し上げますと共に、今後ますますのご
健勝とご活躍をお祈りいたします。
（大学院理学系研究科・理学部　中野明彦）

祝い申し上げます。
（大学院理学系研究科・理学部　小澤岳昌）

近藤　豊　大学院理学系研究科・理学部
教授

近藤豊先生が、地
球大気環境科学にお
ける顕著なご功績に
より、本年秋の紫綬
褒章を受章されまし
た。
人間活動による

地球規模での大気化
学組成の変化は、人類の生存環境としての
大気の質と地球の気候システムに大きな影
響を与えています。近藤先生は永年にわ
たって先端的な測定手法の開発と独創的な
データ解析により、このような地球大気環
境科学の研究・教育の推進に努めてこられ
ました。これらの研究では、近藤先生は一
貫して高精度測定の追及という観測の原点
に足場を置き、各種の測定器の開発にもと
づいて気球、航空機、地上観測を世界各地
で実施するとともに、国内外の研究プロ
ジェクトを推進されてこられました。そし
て成層圏オゾンの破壊メカニズム、対流圏
大気の酸化力・大気質の変動要因、気候変
動に関わるエアロゾル（微粒子）の動態な
ど、大気環境科学の重要課題の解明に傑出
した業績をあげられてきました。
成層圏オゾン研究では、成層圏全高度

での各種の窒素酸化物の直接測定を世界で
初めて成功させ、北半球中緯度や北極での
オゾン破壊メカニズムの解明に重要な貢献
をされました。また対流圏大気の研究では
アメリカ航空宇宙局（NASA）のグローバ
ル航空機観測プロジェクトにおいて主要な
観測を何度も担当され、化学反応系の鍵と
なる窒素酸化物の収支や反応系全体を統一
的に把握する知見を初めて示すなど、画期
的な成果をあげられました。さらに地球温
暖化効果をもつエアロゾルであるブラック
カーボンの測定手法の確立に尽力され、ア
ジアや北極圏でのブラックカーボンの動態
を明らかとしてきました。
これらの研究は国内外で高い評価を受

け、日本気象学会賞など国内学会の数々の
賞を受賞されるとともに、2009年にはア
メリカ地球物理学連合（AGU）の Fellow

を受賞されています。
今回のご受章を心よりお喜び申し上げ

ますと共に、今後のますますのご活躍とご
健勝を祈念いたします。
（大学院理学系研究科・理学部　小池真）

以上のように、中山先生はわが国の知
的財産法の政策立案、立法等への貢献及び
知的財産法学の発展などに尽力され、その
功績はまことに顕著なものです。この度の
ご受章を心よりお祝い申し上げますととも
に、先生のご健勝と今後益々のご活躍を祈
念いたします。
（大学院法学政治学研究科・法学部　大渕
哲也）

濵口　宏夫　名誉教授
（大学院理学系研究科・理学部）

本学名誉教授で
ある濵口宏夫先生
が、分子分光学・振
動分光学の長年に
わたる研究における
ご功績により、紫綬
褒章を受章されまし
た。
振動スペクトルは「分子の指紋」と呼ば
れ、分子の構造やダイナミクス、またその
分子が置かれた環境に関する詳細な情報を
含んでいます。濵口宏夫先生は、独自の発
想に基づいた新しい振動分光の手法を次々
と開発され、分子から生細胞まで、幅広い
対象に対して「振動スペクトルで何がどこ
まで見えるか」という分光学の極限を追求
してこられました。 

濵口先生の重要な業績の一つは、1980

年代初頭から、時間分解分光と振動分光
を組み合わせた「ピコ秒時間分解ラマン
分光装置」、「ピコ秒 2次元マルチプレク
ス CARS（Coherent anti-Stokes Raman 

scattering）分光装置」、「ナノ秒時間分解
赤外分光装置」などを次々に製作され、振
動分光学を先導してきたことです。さらに、
新たな時空間分解ラマン分光及びラマンイ
メージング法を確立して、単一生細胞をあ
るがままに計測し、細胞の活性を分子レベ
ルで物理化学的に究明する新しい研究領域
を開拓しました。生細胞中の活性分子など、
それまで観測が不可能であった分子の振動
スペクトルを、高い精度で測定し解析する
方法論を確立されました。真の in vivo生
体分子可視化技術として、化学、生命科学、
医学、工学など広範な分野で、現在も世界
から非常に高い注目を集めています。 

このように、濵口先生は国際的に顕著
な学術的成果をあげられると同時に、現在
は台湾国立交通大学理学院講座教授とし
て、分光学の更なる発展にご貢献されてい
ます。先生のご健勝と益々のご活躍を祈念
するとともに、この度のご受章を心よりお
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この度の受章を心よりお祝い申し上げ
ますとともに、益々のご活躍を祈念してお
ります。
（大学院人文社会系研究科・文学部　　
小佐野重利）

03  

文化功労者顕彰
甘利俊一名誉教授、金子宏名誉教授、別
府輝彦名誉教授が文化功労者として顕彰さ
れました。

甘利　俊一　名誉教授
（大学院工学系研究科・工学部）

本学の名誉教授
である甘利俊一先生
が、情報幾何学、数
理脳科学などの数理
工学の分野における
功績により文化功労
者として顕彰されま
した。
甘利先生は，1958年に本学工学部応用

物理学科を卒業、1963年に本学大学院数
物系研究科博士課程を修了され、同年に九
州大学工学部助教授、1967年に本学工学
部助教授、1981年に教授となられ、1996

年に退官されるまで工学部計数工学科・大
学院工学系研究科計数工学専攻において研
究と教育にあたられました。退官後は理化
学研究所脳科学総合研究センターで研究を
続けられ、センター長を務められた後、脳
科学総合研究センター特別顧問に就任され
ています。
甘利先生は、1960年代より神経回路網

理論について時代を先取りする独創的な研
究を行ってこられました。誤差逆伝播学習
法の先駆けとなる学習理論、統計神経力学、
連想記憶理論など、数理脳科学の多くの基
礎理論を確立されています。また、1980

年代には、世界に先駆けて情報幾何学を創
始されました。情報幾何学は、幾何学と数
理統計学とを融合し、確率分布族を多様体
としてとらえ、その性質を微分幾何学的手
法を用いて研究する独創的な学問です。情
報幾何学により双対接続などの従来に無い
新しい概念が微分幾何学に導入されまし
た。現在では、情報幾何学は統計科学、数
理脳科学、数理計画法、システム理論、情
報理論など、数理工学や情報科学の多くの
分野において強力な手法となっています。
これらの業績により甘利先生は日本学
士院賞など国内外の多数の賞を受賞されて

02  

文化勲章受章
高階秀爾名誉教授が文化勲章を受章い

たしました。

高階　秀爾　名誉教授
（大学院人文社会系研究科・文学部）

今秋、長年の美術
評論活動や文化振興
への貢献により、高
階秀爾名誉教授が文
化勲章を受章されま
した。
高階先生は、本学

大学院修士課程在籍
中にフランス政府給費留学生として渡仏、
パリ大学付属美術研究所及びルーヴル学院
で西洋近代美術史とルネサンス美術史を研
究されました。1959年新設の国立西洋美
術館に勤務され、美術史家・評論家として
めざましい活動を開始され、71年に東京
大学文学部助教授、79年同教授、定年退
職後は、92年国立西洋美術館館長、2000

年から西洋美術振興財団理事長、02年に
現職の大原美術館館長に就任され、また、
04年から京都造形芸術大学大学院院長な
ども歴任されました。
高階先生のご業績は、第一に、ルネサン

ス以降の西洋美術史をわかりやすい著作や
展覧会の企画監修を通して戦後の日本の社
会に広めたこと、第二に、批評の対象でし
かなかった日本近代美術を比較美術史の視
座に立ち、日本近代美術史として国際的研
究の領野に据えたことです。さらに、新聞
や雑誌などへの連載を通して、稀有な知性
を備えた文化人として美術や音楽の評論や
書評に至るまで、幅広い文化の振興に努め、
また、若手美術家の登竜門である VOCA

展の実行委員長として、美術家の育成にも
熱心に取り組まれています。
先生には膨大な数の著作があります。そ

の活動により、芸術選奨文部大臣賞（71

年）、翻訳文化賞（72年）、フランス　芸術
文芸シュヴァリエ勲章（81年）、放送文化
賞（88年）、フランス　芸術文芸オフィシ
エ勲章（89年）、フランス 芸術文芸コマ
ンドール勲章（96年）、明治村賞（97年）、
日本文化デザイン大賞（98年）、紫綬褒章
（2000年）、フランス レジオン・ドヌール
　シュヴァリエ勲章（01年）、日本芸術院
賞・恩賜賞（02年）、イタリア　グランデ・
ウフィチャーレ勲章（03年）を受賞され、
文化功労者（05年）に選ばれました。

笹川　千尋　名誉教授（医科学研究所）

笹川千尋名誉教
授は、医学微生物学、
細菌学、感染生物学
の発展に尽くした顕
著な功績により、秋
の紫綬褒章を受章さ
れました。笹川先生
は、医学系研究科博
士課程修了後から、医科学研究所において
研究・教育に努め、平成 7年に教授とな
られ、昨年度末の定年退職まで本学で研究
に邁進されました。永年にわたる病原性細
菌研究における足跡は非常に目覚ましいも
のです。
笹川先生は、高度に進化した細菌の病
原性の本質を解明するために、従来の古典
的な細菌学に、多岐にわたる学際的な研究
手法を世界に先駆けて導入し、病原体と宿
主関係を、分子、細胞、組織、個体の多様
なレベルで包括的に理解する「感染生物学」
の創成に深く貢献されました。分子生物学
やバイオインフォマティクスをはじめ、隣
接学問領域の多彩な研究手法を縦横に駆使
することで、病原細菌に普遍的な原理・現
象の解明を可能としたのです。特に、赤痢
菌の腸内感染における、細胞侵入、細胞内
増殖、細胞間拡散、自然免疫抑制等におい
て多数の発見をし、それらに対応する宿主
の生体防御の新たな概念をも提示しまし
た。また、ピロリ菌感染による胃炎、胃癌
発症の分子機構の解明も特筆すべき業績で
す。一連の研究は、細菌の病原性と、その
感染部位である消化管粘膜バリアーの概念
に数多くのパラダイムシフトをもたらし、
国際的にも高く評価され、現在の病原微生
物学の世界の潮流の形成の礎となっていま
す。
平成 10年　野口英世記念医学賞、平成

18年　武田医学賞を受賞。国際的一流誌の
編集者やアドバイザリーとして活躍し、国
内でも学術関連各種専門委員をつとめ、さ
らに、日本細菌学会理事長、日本微生物学
連盟理事長などを歴任されました。学術の
発展に尽力されたご功績はまことに顕著な
ものです。この度のご受章を心よりお祝い
申し上げますとともに、先生の今後益々の
ご健勝とご活躍を祈念いたします。
（医科学研究所　三室仁美）
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04 本部環境安全課

「総長による安全衛生
パトロール」実施され
る

10月 30日（火）、駒場Ⅱキャンパスの
生産技術研究所、先端科学技術研究セン
ターにおいて、総長による安全衛生パト
ロールが実施された。総長によるパトロー
ルは、本学の安全衛生に対する姿勢を自ら
示すことを目的とし、毎年実施されている。
当日は、濱田純一総長をはじめ、清水
孝雄環境安全担当理事、小島憲道環境安全
本部長、長谷川壽一駒場地区事業場長、中
埜良昭生産技術研究所所長、中野義昭先端
科学技術研究センター所長ほか関係者によ
り、生産技術研究所と先端科学技術研究セ
ンターの実験室等 10カ所の巡視が行われ
た。
担当教員から研究内容の説明を受けた
後、実験機器の安全な使用、保護具の着用、
薬品の保管状況、ボンベや棚の固定、避難
経路等について現状を視察した。
巡視後、濱田総長から「以前よりも安
全衛生に対する意識や体制、設備が改善さ
れてきたと感じる。実験等はリスクが高い
印象を受けた。一人ひとりの安全に対する
意識が重要であるため、今後もより一層安
全教育に力を入れてほしい」との講評がな
された。
なお、各部局においても部局長による安
全衛生パトロールが順次実施されており、
安全衛生管理の普及と向上に取り組んでい
る。

施設の説明を受ける様子

実験内容・設備の説明を受ける様子

別府　輝彦　名誉教授
（大学院農学生命科学研究科・農学部）

別府輝彦先生は
1961年に本学大学
院化学系研究科農芸
化学専門課程博士課
程修了後ただちに本
学農学部助手に着任
され、1969年に助
教授、1977年に教授に昇任されました。
1994年に本学をご退官後、2009年まで
日本大学教授を務められました。別府先生
はこの間、一貫して発酵学・応用微生物学
分野の研究・教育に尽力されました。
本学における初期の研究活動において

は、カビのアロイソクエン酸発酵の発見、
コリシン蛋白の作用機作の解明等の新しい
成果を挙げられました。研究室を主宰され
た際には、いち早く遺伝子組換え技術を導
入しチーズ製造酵素キモシンの微生物を利
用した組換え生産に成功されましたが、こ
れは高等動物遺伝子をクローン化した我が
国初の例です。別府先生はさらに、放線菌
や酢酸菌等の工業微生物の遺伝学的解析、
X線結晶構造解析を利用したタンパク質機
能の解明、真核生物の細胞周期を阻害する
微生物由来新規生理活性物質の単離と作用
機構の解明、共生を基礎とする微生物生態
系の解析等、幅広い研究を行い多くの業績
を挙げられました。これらの独創的な研究
業績により、日本農芸化学会賞、国際微生
物学会連合有馬賞、アメリカ工業微生物学
会 Charles Tom Award、日本学士院賞等
を受賞され、2005年には日本学士院会員
にも選定されました。また、すでに紫綬褒
章、瑞宝重光章を受章されています。別府
先生は本学生物生産工学研究センターの初
代センター長を務められ、学外においても
財団法人バイオインダストリー協会、社団
法人日本農芸化学会、日本放線菌学会等の
会長を歴任されました。さらに国内外の学
術審議会専門委員や国際会議の組織委員・
運営委員を数多く務められ、我が国のみな
らず世界の発酵学・応用微生物学の発展に
大きく貢献されました。
別府先生は 2007年度から本年 3月ま
で続いた文部科学省大規模研究開発事業
「ターゲットタンパク研究プログラム」の
プログラムディレクターを務められるなど
現在もお元気で幅広く活躍されています。
先生の益々のご健勝を心よりお祈り申し上
げます。
（大学院農学生命科学研究科・農学部　　
大西康夫）

います。このたびの文化功労者顕彰を心よ
りお祝い申し上げます。
（大学院情報理工学系研究科・工学部　　
駒木文保）

金子　宏　名誉教授
（大学院法学政治学研究科・法学部）

金子宏先生が文
化功労者として顕彰
されました。まこ
とに喜ばしいことで
す。
金子先生は本学
法学部を 1953年に
卒業され、法学部助
手、助教授を経て、1966年に教授となられ、
1991年に本学を退職されました。その後、
横浜国立大学教授、学習院大学教授を務め
られ、現在は東亜大学教授を務めておられ
ます。
金子先生は、租税法という学問分野の
創設者であり、日本の租税法研究における
文字通りの第一人者です。現代税制の中心
である所得税・法人税の基礎を成す所得概
念の研究にすでに 1960年代から取りかか
り、これを理論的に完成させて、世界的な
業績をあげられました。1972年には租税
法学会を創立され、初代理事長として研究
者相互の交流を促進されました。さらに、
私法と租税法の関係を究める卓越した研究
を次々と展開され、これらを体系化して立
法・裁判・実務をリードされました。とり
わけ、制度設計の基礎となる立法政策的な
視点を早くから法律学に導入された点は、
その後の学界に大きな影響を与えていま
す。
金子先生は、研究・教育と並び、租税
制度の改善のためにも力を尽くされていま
す。長期にわたり税制調査会の審議に参加
され、1988年の抜本税制改正の基礎となっ
た答申の作成においても中心的役割を果た
されました。他にも、利子所得課税の適正
化、移転価格税制の導入、固定資産税の改
革、公益法人制度の改革、国際連帯税の提
案など、先生のご貢献の例は数え切れませ
ん。新興国から税務職員を日本の大学院に
招くプログラムの創設を主導されたこと
も、特筆すべき事実です。
今回のご顕彰を機に、金子先生は社会全
体に対しさらに大きな指導的影響を与えて
いかれることと信じます。ますますのご健
勝とご活躍をお祈り申し上げる次第です。
（大学院法学政治学研究科・法学部　増井
良啓）
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06 本部総務課

名誉教授懇談会の開催
11月 13日（火）18時から伊藤国際学
術研究センターにおいて名誉教授懇談会が
開催された。
当日は、名誉教授の方々 191人がご出
席され、学内からは濱田純一総長をはじめ、
理事・副学長、監事、各部局長等の関係者
多数が出席した。
懇談会は、濱田総長の挨拶後、平成 24

年度名誉教授選考委員会委員長の坪井俊数
理科学研究科長より名誉教授選考経過報告
があり、続いて平成 23年度、24年度の名
誉教授称号授与者を代表して総合文化研究
科の林文代名誉教授の挨拶の後に、佐々木
毅名誉教授（元総長）の発声で乾杯があり
懇談が開始された。
終始なごやかな雰囲気で進行した懇談
会は、清水孝雄理事・副学長の閉会挨拶を
もって散会した。

【左】挨拶をする濱田総長、【右】乾杯の挨拶
をする佐々木名誉教授（元総長）

【左】選考経過報告をする坪井委員長
【中央】代表挨拶をする林名誉教授
【右】閉会挨拶をする清水理事・副学長

なごやかな歓談の様子

また、本年度は、沼津市との共催として、
本学ハーフマラソンと同コースとした、沼
津ハーフマラソン（シーサイドラン） 23.7km

が設置され、13名の参加者が本学参加者
とともに疾走した。
沿道では、地元の方々からたくさんの暖

かい声援があり、閉会式では、同日開催し
ていた戸田地区最大のイベントである「さ
んさん祭り」会場のステージをお借りして
いたことから、選手は式前に漁師なべやお
汁粉などの露店で地元の味を堪能すること
ができた。
閉会式では、総長杯、沼津市長杯等の

授与並びに上位入賞者の表彰が行われ、栗
原裕康沼津市長からご挨拶をいただいた
後、古田元夫運動会理事長から講評をいた
だき、盛会のうちに終了した。

第 36回東京大学伊豆・戸田マラソン
大会結果

【個人の部】＜東京大学総長杯＞

【団体の部】＜沼津市長杯＞
（チームメンバー上位 3人の平均順位が少
ないチーム）

【女子の部】

【学内の部】

【バカヤロー会長杯】
（第 36回大会として 36位の選手）

【ハーフマラソン】

【ハーフマラソン】（女子の部）

車いす使用者の避難実演の様子

05 本部学生支援課

第36回東京大学伊
豆・戸田マラソン大会
が開催される

11月 4日（日）第 36回東京大学伊豆･
戸田 (へだ )マラソン大会が静岡県沼津市
戸田で開催された。大会には、本学戸田寮
をスタート・ゴールとする 42.195㎞のフ
ルマラソンと、らららサンビーチをスター
トして戸田寮にゴールする 23.7㎞のハー
フマラソンがある。5kmで 500ｍを登る
山道を含むなど通常に比べかなりの難コー
スだが、富士山と駿河湾が織りなす絶景の
なかを走ることができるため、例年、参加
者から好評を博している。

フルマラソンスタート風景

当日は晴天に恵まれ、絶好のコンディ
ションの中で開催された。フルマラソンは
140名（学生 87名、教職員 10名、卒業
生 30名、沼津市在住・在勤者 13名）が
出走し、127名が完走した。ハーフマラソ
ンでは 36名（学生 5名、教職員 4名、卒
業生 3名、沼津市在住・在勤者 24名）が
出走し、全員が完走した。
フルマラソン個人の部は、前回大会の

2位である本学卒業生の千葉公介さんが 2

時間 52分 01秒の好タイムで優勝を果た
した。また、団体の部では、チーム「Doo-

Up A」が優勝となった。
ハーフマラソンでは、沼津市の菊地貴
優さんが優勝し、3位にも沼津市からの参
加者が入賞するなど、沼津市からの参加者
に活躍が目立った。

順位 氏名 時間

優　勝 千葉 公介 2:52:01

準優勝 大井 寛己 2:57:27

第３位 貴田 大樹 3:04:56

第４位 中野 修平 3:09:22

第５位 反町 悠希 3:09:30

第６位 青沼 和幸 3:13:35

順位 チーム名

優　勝 Doo-UpA

準優勝 Doo-Up現役

第３位 MEIRIN

順位 氏名 時間

優　勝 稲葉 五美 3:58:49

順位 氏名 時間

優　勝 貴田 大貴 3:04:56

順位 氏名 時間

36位 植竹 直也 3:49:55

順位 氏名 時間

優　勝 菊地 貴優 1:33:00

準優勝 丹野 史朗 1:35:27

第３位 高島 弘和 1:43:09

順位 氏名 時間

優　勝 大塚 智子 2:05:16
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08 本部入試課

入試事務室の設置
平成 25年度入学者選抜実施に関する事
務を処理するため、1月 1日（火・祝）か
ら 3月 31日（日）までの間、入試実施委
員会のもとに、入試事務室が設置されるこ
ととなった。
入試事務室は、本部入試課長を室長に、
室長代理、室長補佐及び室員若干名をもっ
て構成される。
室員は、入試課職員のほか、本部各課等
から派遣される事務職員で、およそ 3か
月にわたり、入学試験に関する業務に当た
ることとなる。

なお、本年度表彰された方々は次のと
おりである。07 本部人材育成課

東京大学教職員永年勤
続者表彰式行われる

平成 24年度の東京大学教職員永年勤続
者表彰式が、11月21日（水）9時30分から、
小柴ホールにおいて、濱田純一総長、武藤
芳照理事、磯田文雄理事、苫米地令副理事、
関係部局長および関係事務（部）長等の列
席のもと行われた。
表彰式では、被表彰者 105名を代表し
て、本部保全課長 岡野正さんに表彰状の
授与並びに記念品が贈呈された。総長から
の挨拶の後、被表彰者を代表して、経済学
研究科等図書運用係長 西村聡子さんより
謝辞が述べられた。

濱田総長から記念品を授与される岡野さん

祝辞を述べる濱田総長

濱田総長に謝辞を述べる西村さん

教育・学生支援部

濱野 秀治

研究推進部

鳥羽 敏樹

社会連携部

松本 秀幸、髙曽根 宏明

情報システム部

成澤 めぐみ、石﨑 勉

総合企画部

赤﨑 公一

人事部

山吹 尚弘

施設部

岡野 正、川浦 幸二朗、吉川 利弘、

山崎 正

資産管理部

黒田 忠志

大学院法学政治学研究科・法学部

松本 光弘

大学院医学系研究科・医学部

森 克美、横山 哲也、大浦 輝一、

増子 和子、大西 由佳子

医学部附属病院

秩父 敏、入江 健司、起 健二、

西村 勇樹雄、清水 敬友、正木 純一、

小川 隆浩、斉藤 光夫、小國 伸一郎、

篠崎 勲、朝倉 良夫、三枝 茂輝、

井野 賢司、大平 文明、竹内 裕子、

伊藤 哲司、谷田 勝志、若尾 邦江、

鈴木 樹美、宮本 和子、片岡 ヤス子、

永本 昌子、吉村 良子、竹内 佳子、

今福 美紀枝、山口 雪恵、佐久間 利枝

大学院工学系研究科・工学部

島田 規人、山川 博司、諸山 稔員、

浅野 功久、玉田 康二、増田 晃一、

櫻井 明、貮又 雅俊、池田 孝子、

馬場 雅夫、久保田 稔、中嶋 直子、

鎌形 太郎

大学院情報理工学系研究科

山口 真奈美

大学院人文社会系研究科・文学部

横谷 好紀

大学院理学系研究科・理学部

内村 奈緒美、佐藤 満喜子、荒井 久典

大学院農学生命科学研究科・農学部

尾崎 之典、間瀬 聡、大川 栄治

大学院経済学研究科・経済学部

串部 典子、西村 聡子

大学院総合文化研究科・教養学部

杉山 亨、大嶋 真理子、小川 智子、

藤田 篤

大学院教育学研究科・教育学部

志賀 義俊、米原 裕美、佐藤 弘美

大学院薬学系研究科・薬学部

尾島 敦、森松 富美子、高木 博史

大学院新領域創成科学研究科

武田 明、小笠原 信博

医科学研究所

清水 克也、片岡 透、神 誠、

丸山 信明、渡邉 清美、小西 知江子、

須山 寿子、久原 みな代

地震研究所

金子 隆之、秋廣 耕平

東洋文化研究所

村上 靖朋

生産技術研究所

安宅 学、伊藤 正則、加藤 毅、

河村 扶美、本橋 秀夫、簗場 豊

物性研究所

礒部 正彦、飯盛 拓嗣、工藤 博文

大気海洋研究所

西村 昌彦、石田 健一

先端科学技術研究センター

池田 洋、鷲野 由紀

計105名



news

16

no.1433 / 2012.12.17

部局ニュース

09 大学院医学系研究科・医学部

研究者公開シンポジウム
「愛着と喪失をめぐって」
を開催

9月 8日（土）15時 30分から、東京千
代田区の学術総合センターにおいて、東大
こころの発達と障害の教育研究コンソーシ
アム共催の研究者公開シンポジウム「愛着
と喪失 Attachment and Lossをめぐって」
が開催された。当日は好天の中、日本家族
看護学会の会員に加え、本学内外の研究者
や学生、臨床家を含め 200名ほどの参加
者が来場し、立ち見の方も出るほどの盛況
ぶりであった。日本家族看護学会第 19回
学術集会 大会長の医学系研究科 上別府圭
子准教授（当時）が挨拶をし、医学系研究
科 こころの発達医学の金生由紀子准教授、
教育学研究科の多賀厳太郎教授の司会のも
と、各研究者の講演が続いた。
まず、最初に、教育学研究科 遠藤利彦
准教授より「Bowlbyへの原点回帰が含意
するもの」として、現代アタッチメント理
論について総論的な講演があり、続いて、
理化学研究所 黒田公美ユニットリーダー
より、「親に運ばれる時に示す子の協調的
反応の神経機構と意義」として、ラットと
乳児の輸送反応についての研究が紹介され
た。次に福井大学 友田明美教授より、「子
ども虐待が脳におよぼす影響」として被虐
待によるヒトの脳形態／機能の変化につい
ての研究報告があった。最後に、医学系研
究科 池田真理助教が「妊婦のアタッチメ
ント・スタイルが産後の精神状態に及ぼす
影響」として産後うつ病との関連について
研究報告を行った。愛着の理論的な話に始
まり、自閉症などの発達障害、虐待、産後
うつなどの問題に対し研究者や子育てにか
かわる専門家がどう取り組む必要があるか
について議論が広がり、本学のコンソーシ
アムの特徴を生かした、分野横断的なシン
ポジウムとなり、盛況のうちに終了した。

遠藤准教授の講演を聞く参加者

池田助教による講演の様子

10 大学院農学生命科学研究科・
農学部

全国大学演習林協議会
森林管理技術賞を3職
員が受賞

平成 24年度（第 14回）全国大学演習
林協議会森林管理技術賞を農学生命科学研
究科附属演習林の 3職員が受賞した。
全国大学演習林協議会（全演協）は、演

習林を持つすべての国立・公立・私立大学
が会員となり演習林の教育研究活動の活性
化をめざしてさまざまな活動を行っている
組織である。全演協では、演習林の技術職
員の業務評価と意識向上を目的に「森林管
理技術賞」を設け毎年表彰を行っている。
平成 24年度は 5月 11日に選考が行わ

れ、全国 27大学演習林より推薦された候
補者から 8名の方の受賞が決まった。本学
演習林からは北海道演習林の飯沼利雄さん
が特別功労賞を、企画部の犬飼浩さんが技
術貢献賞を、生態水文学研究所の澤田晴雄
さんが学術貢献賞をそれぞれ受賞した。9

月 20日（木）に京都大学で開催された全
演協秋季総会の冒頭、今年度の受賞者の表
彰式が行われ、全演協会長より受賞に表彰
状と記念品が授与された。

表彰される飯沼さん

飯沼さんは、北海道演習林における高密
度路網（林道）の開設と維持管理という森
林管理の基盤構築に関わる長年の貢献が、
犬飼さんは、北海道演習林で天然林に替わ
る高品質材生産の場として注目されている
山火事跡の二次林におけるウダイカンバ育
成技術開発への貢献が、澤田さんは、秩父

演習林の大面積長期生態系プロットにおけ
るイヌブナ、ブナなどの生態学的な研究業
績が、それぞれ認められての受賞である。
森林管理技術賞の表彰が始まって 14年

目であるが、同じ大学から 3名の技術職員
が同時に受賞するのは初めての快挙で、本
学演習林職員の日頃の努力が高く評価され
たことは喜びに堪えない。

左から飯沼さん、犬飼さん、鈴木雅一演習林長、
澤田さん

11 大学院農学生命科学研究科・
農学部

第5回アジア大学演習
林シンポジウムを開催

大学院農学生命科学研究科附属演習林
主催で、9月 26日（水）から 30日（日）
にかけて、アジア大学演習林コンソーシア
ムの第 5回シンポジウムを開催した。韓国
から 7名、台湾から 7名、インドネシア、
マレーシア、タイから各 1名の参加があり、
本学からは教員 18名、学生 4名、技術職
員 5名が、また、山梨県環境研究所から 2

名が参加した。

第５回シンポジウム参加者の集合写真

9月 27日（木）と 28日（金）には、「人
間と森林」をテーマに山中寮内藤セミナー
ハウスで研究報告が行われ、演習林活動、
森林管理、気象、水文、生物季節、生物多
様性、生物害に関する口頭発表とポスター
発表があり、活発な討論が交わされた。ま
た、29日（土）には、山梨県環境科学研
究所において県民向けの公開シンポジウム
「地域の文化を育む森　新しい森林の価値
を求めて」を共同開催した。
海外からの参加者を中心に 27日に富士

癒しの森研究所内、29日に山中湖周辺の
草山や富士吉田にある環境省生物多様性セ
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研究所と先端科学技術研究センターが主催
となり、駒場リサーチキャンパスに集う全
員のための懇談会として開催され、生研、
先端研のメンバーからなる実行委員会の企
画のもと、100人以上のスタッフ、ボラン
ティアの協力により運営、実施された。当
日は午前中に小雨がぱらついたが、午後に
はすっかり晴れ渡り、15時 30分、生産
技術研究所の中埜良昭所長による開会の辞
により晴れやかな開会となった。
例年どおり、屋台形式による国際色豊
かな各国料理が提供され、中国（2屋台）、
韓国、インド、スリランカ、フランス、パ
キスタン、アジア地域（フィリピン・パキ
スタン・中国・日本の合同屋台）の 8屋台
に加え、事務部からも 1屋台が加わり、計
9屋台が会場をとり囲み、来場者に料理を
振る舞った。
各屋台の料理は長蛇の列ができる人気
で、広場の随所で、一味違う本場の味を楽
しみながら、国や地域、研究分野、世代を
超えた語らいの輪が広がった。
また、今回はアトラクションとして、有
志によるアコーディオン、バイオリンの演
奏が行われ、懇談会に華を添えた。「ポルカ」
の演奏に引き続き、アコーディオン、バイ
オリンの伴奏による合唱「オー・シャンゼ
リゼ」、東京大学応援歌「ただ一つ」の歌
声が会場に響き渡った。

17時 30分、先端科学技術研究センター
の中野義昭所長による閉会の辞をもって、
今後の駒場リサーチキャンパスの発展を祈
念し、暮れゆく秋空のもと名残を惜しみつ
つ閉会した。参加人数は 700名を超え大
盛況の会であった。

スリランカ屋台

テーブルを囲んで

チームワークやマネージメントの重要性を
認識できた。また設計、製作、飛行試験、
再製作といったＰＤＣＡサイクルを通して
「ものづくり」の難しさや楽しさも実感した。
本プロジェクトでは学期最後の学内コ

ンペで全国大会出場の 2機を選考した。出
場が決まったチームは夏休み返上で試験飛
行と機体の改良を行った。

御殿下記念館で何度も飛行試験を繰り返した

大会初日「FLEMING」は被災地への物
資投下などのミッションを高い精度でこな
し、自動制御よる飛行も成功させて高得点
をマーク。もう一機の「欣（きん）」も手
堅くミッションをこなし予選を通過した。
「FLEMING」は予選での高得点が優勝につ
ながった。

大会で安定した飛行を見せた「FLEMING」

本プロジェクトでは大会出場の有無に
関わらず、初めての離陸や自動制御成功の
感動をチームで共有できた。優勝チームの
留学生は「人生で初めて日本人の友達と一
緒に優勝を目指し楽しかった。」と語った。
大会HP: http://fl yingrobot.t.u-tokyo.ac.jp/

13 生産技術研究所

「駒場リサーチキャンパ
ス外国人研究者・留学
生との懇談会」開催！

10月 25日（木）15時 30分より、駒
場リサーチキャンパスのユニバーシティ広
場において、外国人研究者、留学生と教職
員、日本人学生等との国際交流の促進を目
的とした「駒場リサーチキャンパス外国人
研究者・留学生との懇談会」が開催された。
今回も、昨年度に引き続き、生産技術

ンター、30日に秩父演習林内の森林の見
学も行われ親交を深めた。次回は、ソウル
大学の主催で韓国において開催すること、
2014年にアメリカ・ソルトレイクシティ
で開催される IUFRO世界大会においても、
関連集会を開くことが決まった。

地域で火入れによって維持している草地を見学

12 大学院工学系研究科・工学部

「第8回全日本学生室内
飛行ロボットコンテスト」
で東大チーム優勝

日本航空宇宙学会主催の第 8回全日本
学生室内飛行ロボットコンテストが 10月
13日（土）、14日（日）にポートメッセ
名古屋で開催され、工学系のチームが製作
した「FLEMING」が優勝し 55チームの頂
点に立った。東大チームの優勝は第 1回
大会以来 2度目。

大会会場での記念撮影

工学系研究科国際工学教育推進機構バ
イリンガルキャンパスセンターは、創造性
ものづくり教育（学部）、創造性工学教育
（大学院）として学年や学科の枠を超えて
学生たちが学びあう少人数形式の演習科目
を共通科目として開講している。優勝した
「FLEMING」はその一つ「飛行ロボットプ
ロジェクト」から生まれた。
今期このプロジェクトには航空宇宙工
学、精密工学、機械工学の学生 23人が参
加し、4つのチームに分かれて標記コンテ
ストのレギュレーションにかなう機体を製
作。学年も学部 3年生から博士課程 2年生
と幅広く、中国やフィンランドからの留学
生も参加した。多様な知識と文化的背景を
持った学生たちが目標を共有することで、
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16 大学院教育学研究科・教育学
部

留学生修学旅行で日本
文化を満喫

大学院教育学研究科・教育学部では、
10月 31日（水）に恒例の秋の留学生修学
旅行を実施した。今年度は東京都内で日本
文化に触れる日帰り旅行で、参加者は留学
生 18名、日本人学生チューター 3名、李
正連准教授（国際交流委員会副委員長）を
はじめとする引率の教職員 8名の計 29名
であった。
朝 8時に貸し切りバスで本郷キャンパ
スを出発し、秋空の下、最初の目的地であ
る墨田区のアトリエ創藝館へ向かった。車
中は森田賢治講師（国際交流委員会委員）
の司会で進み、李准教授による挨拶に続き、
参加者全員が挨拶・自己紹介を行った。

8時 30分頃に江戸文字提灯作りを行う
体験工房に到着。墨田区と江戸文字の歴史
について説明を受けた後、江戸文字提灯作
りに取りかかった。文字の形をとる為に、
習字と違い何度も塗り直す行程が特徴であ
るが、慎重に筆を進める学生、大胆に書き
上げる学生と様々で、全員が真剣な表情で
一文字と向き合い、一時間余り掛けてオリ
ジナルの提灯が完成した。

江戸文字提灯作りに挑戦する留学生

オリジナルの江戸文字提灯が完成

その後、江戸東京博物館へ移動。実物
大（復元）の芝居小屋や江戸の町並みのジ
オラマなどで江戸東京の都市と文化を体感
した。昼食は両国の町中にある店で和食を
楽しんだ。午前中の日本文化体験による興
奮に包まれ、参加学生と教職員が打ち解け
た雰囲気の中で昼食を取りながら交流が進

物性研究所、大気海洋研究所、人工物工学
研究センター、空間情報科学研究センター、
情報基盤センター、国際高等研究所カブリ
数物連携宇宙研究機構、高齢社会総合研究
機構、環境安全研究センター柏支所、国際
センター柏オフィス、柏図書館）及び柏Ⅱ
キャンパス（生涯スポーツ健康科学研究セ
ンター）において一般公開が開催された。
昨年度一部が柏キャンパスへ移転した情報
基盤センターは、今回初めての参加となっ
た。
キャンパスとして特別講演会やスタン

プラリーを開催したのをはじめ、各部局と
も、日頃の研究成果の紹介、実験や体験コー
ナー、ガイドツアー等それぞれ特色ある催
しが行われた。
今回初めて来場者の自動車入構規制を

実施したが、無料シャトルバスの利用や自
転車での入構等により、混乱もなく両日と
も大盛況であった。2日間を通して、昨年
より 2割増の、7,000名を超える来場者が
訪れ、地域に開かれたキャンパスの雰囲気
が存分に感じられた。

Kavli IPMU 村山斉機構長による特別講演会

パネル展示（宇宙線研究所）

7,000名を超える賑わいをみせる柏キャンパス

アコーディオン、バイオリンの伴奏による合唱

14 大学院医学系研究科・医学部

医学部解剖体慰霊祭が
行われる

10月 26日（金）14時から、台東区谷
中の天王寺において平成 24年度医学部解
剖体慰霊祭（解剖体数　190柱）が、ご遺
族約 140名、医学部関係教職員約 40名及
びこの春教養学部より進学し、初めて解剖
実習に臨んだ医学科 3年の学生など約 120

名の合計約 300名参列のもとに執り行わ
れた。
本慰霊祭は、ご遺体の解剖により医学教
育と医学の進歩発展に尽くしていただいた
方々の御霊に感謝し、お慰めするため、ご
遺族をはじめご縁故深い方々のご臨席を得
て毎年実施されているものである。
住職以下 7名の僧侶による読経が境内
に流れた後、宮園浩平医学部長による祭文
の朗読、焼香が行われ、ご遺族代表、教職
員総代、来賓代表の焼香と続いた。学生代
表として、医学科 3年の都築和弥さんの
焼香に続き、参列者全員が焼香を行った。
本堂における行事を終えた後、千人塚
において僧侶による読経が行われ、隣接す
る医学部納骨堂での焼香を行い散会した。

解剖体慰霊祭にて祭文を朗読する宮園医学部長

15 柏キャンパス・リエゾン室

柏キャンパス一般公開
開催

今年は「知の魅力―科学っておもしろ
いー」をテーマに、10月 26日（金）、27

日（土）の両日にわたり、柏キャンパス（大
学院新領域創成科学研究科、宇宙線研究所、
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奄美病害動物研究施設前での記念撮影

18 医科学研究所

医科学研究所で動物慰
霊祭行われる

医科学研究所動物慰霊碑前において、
11月 8日（木）11時から動物慰霊祭が執
り行われた。医科学研究所では、数多くの
動物が研究・実験に供され、医科学研究の
発展に大きく寄与している。
当日は、清野宏所長の挨拶、甲斐知恵子
実験動物研究施設長の報告があり、引き続
いて参列者が動物の霊に思いをいたし、献
花を行った。動物を利用した研究に従事す
る研究者を中心に 350名を超える教職員
等が参列し、滞りなく終了した。

慰霊のことばを述べる清野所長

実験動物の報告を行う甲斐施設長

19 史料編纂所

平成24年度図書館団
地総合防災訓練の実施

11月 8日（木）14時から約 1時間にわ
たり、本鄕消防署並びに文京区役所の協力
を得て、図書館団地（総合図書館、教育学
研究科、情報学環・学際情報学府、社会科
学研究所、法学政治学研究科附属近代日本
法政史料センター、史料編纂所）における

17 医科学研究所

濱田総長、医科学研究
所奄美病害動物研究施
設を視察

11月 6日（火）、濱田純一総長が鹿児島
県奄美大島にある奄美病害動物研究施設を
視察された。医科学研究所からは三宅健介
副所長、甲斐知恵子施設長、服部正策准教
授、諸田清事務部長、松井潤一管理課長ら
が同行した。
奄美病害動物研究施設は、本学の施設の

中では最南端に位置しており、奄美大島出
張所から数えて 110年、現在の施設とし
て改組されてからも既に35年にわたって、
本地域に多発した寄生虫病などの熱帯病や
蛇毒に対する研究に取り組んでいる。加え
て近年では、奄美大島の気候を利用した霊
長類実験動物の飼育繁殖および霊長類を用
いた感染症制圧研究を推進している。全国
的にも霊長類用医学実験を行える環境を持
つ大学は数少ないため、全学共同研究拠点
事業として、多数の大学から共同研究依頼
も受け入れている。濱田総長は直接ハブに
も触れ、最新機器を備えた霊長類感染実験
室も視察した。また、限られた時間ながら
珊瑚の砂浜を散策し、マングローブの林な
ど固有動植物種が多く生息する奄美大島特
有の自然環境も体感した。濱田総長の視察
の機会を得たことは、全学的な共同研究推
進を目指す本施設として非常に有意義なこ
とであった。

総長直筆の色紙を受取る甲斐施設長（左）と服
部准教授

ハブの毒について説明を受ける濱田総長

んだ。

江戸東京博物館にて記念撮影

昼食の後は中央区の日本銀行を見学。見
学の後は隅田川を上るクルーズ船から東京
の町を眺め、専攻を越えて楽しく会話も弾
み、午後のひとときを満喫した。
浅草で船を降り、最終目的地であるかっ
ぱ橋道具街へ移動。食品サンプルを前に写
真を撮ったり、精巧な作りに見入って話し
たりしながら過ごした。

17時半前にバスで本郷キャンパスに到
着し、無事解散となった。あっという間の
一日に学生達は名残惜しそうではあった
が、皆充実した表情で旅を終えた。普段は
触れる機会の少ない日本文化を存分に満喫
すると共に、学生同士、また教職員とも親
交を深めることができ、大変有意義な留学
生修学旅行であった。

冊子「学内広報」では毎年、当該年度
末に本学を退職される教員の方々（専
任講師以上）の 最終講義のお知らせを
掲載していましたが、リニューアルに
伴い、本年より冊子ではなく、全学ホ
ームページ（ http://www.u-tokyo.

ac.jp/index_j.html ）に掲載いたします。
本年は広報課にて各部局の最終講義の
情報を取りまとめ、一括して「News」
に掲載する予定で す。 

つきましては、最終講義を開催し、掲
載を希望される場合は、ポータルサイ
ト（http://www.ut-portal.u-tokyo.

ac.jp/notice/index.php?q=18618）を
ご覧の上、広報課までご連絡ください。
【問合せ先】本部広報課（内線22031）
kouhoukikaku@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

お知らせ

締切

2月開催分の
最終講義 1月 16日（水）

3月開催分の
最終講義 2月 13日（水）

本年度3月末退職予定教員による最終
講義のホームページへの掲載について

http://www.u-tokyo.
http://www.u-tokyo.ac.jp/index_j.html
http://www.ut-portal.u-tokyo.ac.jp/notice/index.php?q=18618
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海を臨む景色の中での昼食も存分に楽しむ
ことができた。今回最後の見学場所では、
往時の宿場の繁栄を想像させる北国街道旧
出雲崎宿を各自散策し、留学生の中には
少々距離がある良寛堂へも足を伸ばした健
脚者もいた。

15時頃本学へ向け帰路につき、バスは
予定時刻より若干遅れ 20時過ぎ本郷構内
に到着。こうして今年の見学旅行は、越後
地方の歴史と文化を実感しながら、留学生
同士の触れ合いなど、参加者に多くの思い
出を残し無事終了した。毎年、本研究科・
学部では人気の企画であり、また参加した
いなど多くの声があり、引率者もほっとし
た瞬間であった。

目黒邸(国指定重要文化財)での全員集合写真

越後ゆきくら館で説明を聞く留学生

良寛記念館で展示資料を見る留学生

21 大学院農学生命科学研究科・
農学部

附属牧場で一般公開
デー開催される

11月 10日（土）大学院農学生命科学
研究科附属牧場で一般公開デーが開催され
た。牧場の一般公開デーは、笠間市の共催
を得て今年で 8回目となる。当日は、晴天
に恵まれたこともあり多くの来場者でにぎ
わい、地元住民の関心の高さを物語った。

ＡＥＤを使用した応急救護訓練

起震車を使用した地震体験訓練

20 大学院人文社会系研究科・文
学部

外国人留学生見学旅行
を実施

11月 9日（金）・10日（土）の両日、
人文社会系研究科・文学部恒例の外国人留
学生見学旅行を実施した。参加者は、留学
生 39人、引率教職員 7人の合計 46人で
あった。

8時に医学部 2号館本館前広場から貸切
バスで出発 3時間程で新潟県南魚沼市に到
着し、早めの昼食をとった後、そぼ降る雨
の中を鈴木牧之記念館を見学、隣接の雁木
つくりで整備された牧之通りを散策した
後、日本一の庵寺・越後一の寺、参道の石
畳を歩くだけで仏の功徳があるという雲洞
庵を訪れた。魚沼市に移動後は、国指定重
要文化財の目黒邸を見学し、初日最後の酒
蔵併設の越後ゆきくら館試飲コーナーで
は、日本酒の利き酒に留学生が長い列を作
り引率者を驚かせ、各自嗜好のお酒を買い
求める姿は印象深かった。18時には宿泊
地である越後湯沢温泉のホテルに到着し、
各自温泉に浸かり疲れを癒した後、夕食を
兼ねた懇親会となり、和やかな雰囲気の中
ゲームを行うなど、留学生相互の親睦を深
める楽しいひと時となった。

2日目、すっきりしない空模様の中、ま
ずは新潟県立歴史博物館へ向け出発した。
この博物館では、引率の大津透教授 (日本
史学 )の説明があり、留学生は熱心に聞き
入っていた。次の目的地の出雲崎町へ到着
したころには天候も回復し、晴れ間も広
がったなか良寛記念館を見学、そして日本

総合防災訓練が、今年度当番部局の史料編
纂所の計画のもとに実施され、同団地の
教職員等約 210名が総合訓練に参加した。
また、今年は東洋文化研究所教職員約 30

名が同研究所の避難訓練後、個別訓練に合
流した。
当日は、総合訓練として、大地震発生に

伴い史料編纂所 1階給湯室より火災が発生
したとの想定で、火災報知器の発報、消防
署等への通報、訓練実施本部の設置を行い、
図書館団地自衛消防本部隊及び各部局地区
隊の初期消火班が消火器を持って直ちに駆
けつけると共に消火活動、結果を訓練実施
本部へ報告した。同時に各地区隊誘導班は
教職員等を集合場所へ避難誘導した。各地
区隊通報連絡（情報）班は訓練実施本部へ
避難人数・負傷者数・建物損傷状況等の報
告を行った。
その後、訓練実施本部周辺において個
別訓練として、本鄕消防署の指導による消
火実技訓練及びＡＥＤを使用した応急救護
訓練、文京区役所の指導による「起震車」「煙
体験ハウス」を用いた地震・火災体験訓練
を行った。各訓練において多数の参加者が
積極的かつ真剣に訓練を行い、消防署及び
区役所の方々も感心されていた。
最後に、本鄕消防署より「従来は地震
発生の際、直ちにガス栓を閉じるよう指導
していたが、現在はまず身の安全確保を行
うよう指導している。揺れが収まった段階
でガス栓を閉じてもらいたい」などのアド
バイスと講評があった。そして、訓練実施
本部総監督である榎原雅治史料編纂所長よ
り各関係機関及び参加者へ訓練協力に対す
るお礼及び総括の挨拶があり、訓練は無事
に終了した。

 地区隊避難訓練の様子
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原田昇研究科長、北森武彦副学長、Dr. 

T. C. Chen(IBM Fellow & Vice President, 

Science & Technology, IBM Research)に
よる議長挨拶の後、関村直人国際工学教育
推進機構長、Joonhong Ahnカリフォルニ
ア大学バークレイ校教授による司会進行に
て、各参加機関からのプレゼンテーション
および質疑応答が行われた。

ディスカッションの様子

その後、行われたディスカッションセッ
ションでは、Resilience Engineeringの分
野における今後の共同研究・共同教育の方
向性について、活発な議論が行われ、今後
さらにDeans Forumの枠組みの中で検討
を継続する事が合意された。

原田研究科長による総括

で 12回目である。今回は『アジアの文』
として、小寺敦准教授による ｢中国古代
簡牘資料研究の現状｣、古井龍介准教授に
よる ｢碑文の語る南アジアの「文」：重層
性と多様性｣ の講演が行われ、100名を超
える大勢の市民の出席を得、活発な質問・
意見が寄せられた。

公開講座の様子

23 大学院工学系研究科・工学部

第一回Deans Forum 
Workshop Series
開催される

11月 12日（月）、工学部 1号館 15

号講義室にて、第一回 Deans Forum 

Workshop Series “Resilience Engineering 

Workshop”が開催された。
同ワークショップは、昨年 11月に開催

された第 1回 Deans Forumの中で合意さ
れた、学際的研究・教育分野の連携のため
の第一回ワークショップである。【Deans 

Forumは、世界の工学系をリードする大
学（東京大学、マサチューセッツ工科大学、
カリフォルニア大学バークレイ校、インペ
リアルカレッジロンドン、スイス連邦工科
大学チューリッヒ校、スウェーデン王立工
科大学、フランスグランゼコール連合体）
により組織され、昨年 11月、本学におい
て第一回会合を開催。参加大学間の今後の
学術交流推進について合意されている。】
当日は、Deans Forum 参加機関からの
講演・参加者 10名、工学系研究科を中心
とする本学学生 25名、教員・研究者 23名、
工学系企画委員・関係者 35名、その他 2

名の合計 95名の参加があった。

会場の様子

前回までは来場者は個々に牧場内を散
策してもらっていたが、一昨年宮崎で発生
して約30万頭の家畜を殺処分した口蹄疫
事故に対応して昨年4月に家畜伝染病予防
法が改訂されたため、衛生管理区域（家畜
の飼育スペース）への立入は、靴底消毒な
どを励行した希望者を職員が案内するツ
アー形式とした。また、会場では、ぬり絵
大会、牧場クイズ、眞鍋昇教授による「食
の安全は守られているか－畜産物の安全性
担保への取り組み」と題した講演が行われ
た。その他、落書き用ヘイレージ（牧草を
ラップで巻いたもの）の設置や、仔ヤギと
のふれあい広場の開催、牧場で生産した肥
料により育てられた米と流通米との食べ比
べ、体験乗馬など、多くのイベントが行わ
れ来場者に好評だった。笠間市からは、地
元産のゆで栗など笠間市農産物ブランドの
試食コーナー、栗を使ったゲームなどの出
店があり山口伸樹笠間市長も来場された。
附属牧場では、来年も同様に一般公開
デーを行う予定である。

ぬり絵大会で塩田邦郎牧場長から表彰を受ける
受賞者

ヘイレージに落書きをして遊ぶ来場者

22 東洋文化研究所

第12回東京大学東洋
文化研究所公開講座が
開催される

11月 10日（土）に、医学部教育研究
棟鉄門記念講堂にて、第 12回東京大学東
洋文化研究所公開講座が開催された。本講
座は東洋文化研究所が長年蓄えてきた知的
ストックをもとにして研究所スタッフがわ
かりやすく解説するアジアを知るための公
開講座で、2001年から年 1回開催し今年

今月号から学内広報は完全リニューア
ルしました。これまでのnews枠は廃
止され、今後ウェブサイトに移行する
予定です。生まれ変わった学内広報を
これからもよろしくお願いいたします。
なお、新しい学内広報についてご意見
等ございましたら、kouhoukikaku@

ml.adm.u-tokyo.ac.jpまでぜひお寄せ
ください。

お知らせ

発行日 配布日

No.1434 
（１月号） 1月 25日 1月 31日

No.1435
（2月号） 2月 22日 2月 28日

No.1436
(3月号） 3月 25日 3月 29日

今後の学内広報発行スケジュール
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１日目河口湖にて昼食

２日目河口湖にて集合写真

26 大学院農学生命科学研究科・
農学部

フットパス研修旅行の
実施

農学生命科学研究科附属演習林の富士
癒しの森研究所（旧・富士演習林）は、昨
年度より名称を変更し、人々が森林からよ
り多くの「癒し」が得られるような地域社
会の実現を目指した研究を展開し始めてい
る。森林がもたらす「癒し」の観点から参
考となる事例地をスタッフ全員で訪れる研
修旅行を昨年度から行っている。
今年度は 10月 9日（火）～ 10日（水）

の日程で、フットパスをテーマとした研修
旅行を先進地として知られる北海道で実施
した。
フットパスとは、単純に言えば「歩く
ための道」だが、「歩くことを楽しむため
の道」でもあり、道づくり自体に地域住民
が楽しみながら関わっている事例が多く、
当研究所では森林の快適性を引き出す有効
な手段として注目している。今回の研修旅
行では、当研究所スタッフに加え、関連す
る研究テーマに取り組んでいる学生、当研
究所と連携している団体の職員が参加し、
フットパスづくり活動に取り組まれている
NPOの方の案内を得て、苫小牧市、平取町、
上富良野町を訪問し、フットパス 4事例
を視察した。そして、これらに関わってい
る NPOメンバー、地域住民、専門家の方々
と意見交換を行った。

25 大学院理学系研究科・理学部

外国人留学生見学旅行
実施

11月 17日（土）と 18日（日）にかけ
て留学生見学旅行を実施した。
本研究科・学部には 91名の外国人留学
生が在籍しているが、留学生 36名と 4名
のスタッフの計 40名が参加し、山梨県河
口湖・西湖周辺を訪れた。

1日目は貸切バスに乗り午前 8時過ぎに
本郷キャンパスを出発し、中央道を走り
渋滞も無く 2時間弱で河口湖に到着した。
河口湖畔にて昼食をいただいた後、太宰治
の名作「かちかち山」の舞台になった天上
山公園「カチカチ山ロープウェイ」へ移動
し、3分間の空中散歩を楽しんだ。あいに
く冷たい雨風に見舞われ、標高 1,075メー
トルの展望台からは富士山や河口湖、南ア
ルプスの全景を望むことが出来なくて残念
だった。
その後、日本の原風景である茅葺き屋

根の農村集落を復元させた「西湖いやしの
里根場」を訪れた。囲炉裏を囲み地元の方
のギター演奏を聴いたり、鎧にかぶと・鉄
砲や刀・着物を身に付けて記念撮影をした
り、伝統工芸の作品を鑑賞したり、予想よ
りも十分に満喫した時間を過ごせた。次第
に雨足が強くなったため、予定より早く西
湖の旅館に到着した。
夕食後フルーツバスケットなど白熱し

たゲームが繰り返され、当初緊張気味だっ
た生徒も国籍・専攻に関係なく交流が深ま
り、お互い打ち解けたようで安心した。

2日目は朝食後「ほうとう作り」を体験
した。グループに分けて粉を練って麺作り
からスタート。その後、ほうとう鍋用の野
菜を切り、それぞれオリジナルのほうとう
鍋が出来上がり、全員で美味しく完食した。
気持ちの良い秋晴れの下、富士山の裾

野まで見渡せて河口湖周辺を移動の際には
学生も歓声を上げ、大喜びの様子だった。
積雪のため富士山 4合目までしか行く
ことが出来なかったが、色鮮やかに染まっ
た紅葉や美しい自然も楽しむことができ、
また学生同士の親睦も深まり、スタッフ
共々思い出深い見学旅行となった。

24 大学院法学政治学研究科・法
学部

10月期新入生歓迎会を
開催

11月 15日 (木 )18時から法文 1号館 1

階学生ラウンジにて 10月入学の法学政治
学研究科総合法政専攻大学院外国人研究生
および法学部特別聴講学生の新入生歓迎会
が開催された。
留学生、客員研究員、日本人学生チュー
ター、教職員等、総勢 71名が出席し、熱
気あふれるパーティとなった。
新入生歓迎会は、山口厚研究科長の挨
拶、新入生の自己紹介、西川洋一副研究科
長による乾杯の後、歓談に入った。
宴たけなわになった頃、まずドイツ出
身留学生がオペラ曲「私のお父さん（ジャ
ンニ・スキッキより）」「ハバネラ（カルメ
ンより）」2曲を独唱した。次に中国出身
留学生が一人で戦後日本の歴代首相名を暗
唱した。最後に中国出身留学生有志 10名
が日本語で「帰省」（中島みゆき）と中国
語で「美麗心情」を合唱した。
終盤に参加者全員で集合写真を撮り、高
原明生総合法政専攻長の挨拶の後、19時
半過ぎに全員で片付けを行い、散会となった。
昨年に引き続いて今回も法文 1号館内

で留学生と教職員が協力し合ってパーティ
を企画・運営し、外国の情緒と手作り感あ
ふれる新入生歓迎会となった。

新入生6名と山口研究科長（中央）

集合写真
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人事異動

29 本部人事給与課

人事異動（教員）
本年度 11月 2日～ 12月１日の人事異

動（教員）の情報を以下に掲載いたしまし
たのでご覧ください。

東大ポータル > カテゴリー：人事・労務・
制度等 > 人事異動（教員）

http://www.ut-portal.u-tokyo.ac.jp/wiki/

index.php/ 人事異動（教員）

キャンパスニュース

28 本部学務課

平成24年11月１日現在
学生数

本学では、毎年 5月と 11月の年 2回、
同月 1日現在の学生数を調査している。
本年 11月 1日現在の学生数は、学部学生
13,971人、大学院学生 13,512人、研究生
等 640人であり、詳細は以下の URLに掲
載している。

h t t p : / / w w w. u - t o k y o. a c . j p / s t u 0 4 /

e08_02_01_j.html

治療に森林療法を取り入れている精神科医との
意見交換

このほか、市民に開放された散策路を
充実させている北海道大学・苫小牧研究林、
水を使わないため森林内への設置が容易な
バイオトイレを開発・販売しているメー
カーも視察した。
研修旅行は同様の課題に取り組んでお
られる方との意見交換ができて非常に勉強
となると同時に、所内メンバーとじっくり
意見交換する良い機会ともなった。ここで
得られた知見を活かして、12月には地域
住民を対象としたフットパスの公開講座も
企画されている。

十勝連峰を遠望しフットパスに設定された農道
をゆく

27 退職教員の最終講義（1
月開催分）

　学内広報では例年、今年度末をもって本
学を退職される方々の最終講義の日程等
を紹介している。1月開催分は以下の URL

に掲載している。

http://www.u-tokyo.ac.jp/news/detail_

j.html?id=14838

　9月27日、本学名誉教授星野英一先生が逝
去されました。享年86歳でした。
 　先生は1951年東京大学法学部法律学科を卒
業し、大学院前期研究奨学生を経て、1954年
に助教授に就任、1964年には教授に昇進され、
1987年の停年退官まで、33年にわたり民法の
研究・教育に従事され、数多くの研究者や実
務家を養成されました。本学退官後は千葉大学、
放送大学で引き続き研究・教育にあたられ、
1996年には学士院会員に選定され第1部部長
を務められました。この間、日本私法学会や
金融法学会の理事長も歴任されるとともに、
学界の総力を結集した『民法講座』や『民法
典の百年』の編集を通じて、学界を指導して
こられました。長年にわたり法改正にも従事
され、なかでも1999年の成年後見制度改正の
際には法制審議会民法部会長として、日本社
会の高齢化への対応に意を用いられました。
　先生は、判例の機能的分析と諸制度の比較
法的分析を通じて、社会の変動に柔軟に応ず

訃報
星野英一名誉教授 る民法学を構築するとともに、「利益考量論」

と呼ばれる法解釈の方法や沿革的研究の手法
を確立することによって、民法以外の法分野
にも広く影響を与えられました。また、日本
民法典がフランス民法典に多くを負うことを
明らかにし、「フランス民法典のルネサンス」
と呼ぶべき研究動向を創り出しました。さらに、
ヨーロッパの思想や制度に対する深い造詣を
背景に、契約法の基本原理や民法典の存在意
義に関する思想史的研究を展開し、経済中心
主義的な発想の強かった従来の民法学に新風
を吹き込みました。
　先生は、法学教育に関する比較制度論的知
見をふまえ、市民向けの講座『基本法学』の
編集刊行や学生向けの雑誌『法学教室』の創
刊などを通じて、高い水準を維持しつつ民法
を普及する活動にも尽力されました。法科大
学院における専門教育が定着する一方で、一
般教育としての法学教育や法教育に対する関
心が高まっている今日、その活動は先駆的な
ものとして大きな意義を持っています。若き日
の留学先フランスや、最近では中国・韓国と
の学術交流にも尽力され、パリ第2大学・中国
社会科学院から名誉博士号を授与され、大韓
民国学術院の名誉会員にも選定されました。
  本学での最終講義にあたって、先生は学生
たちに対してノブレス・オブリージュという
言葉を贈られましたが、その言葉にふさわし
い凛としたご生涯でした。謹んでご冥福をお
祈りいたします。

（大学院法学政治学研究科・法学部）

http://www.u-tokyo.ac.jp/stu04/e08_02_01_j.html
http://www.ut-portal.u-tokyo.ac.jp/wiki/index.php/%E4%BA%BA%E4%BA%8B%E7%95%B0%E5%8B%95%EF%BC%88%E6%95%99%E5%93%A1%EF%BC%89
http://www.u-tokyo.ac.jp/news/detail_j.html?id=14838


　大学教員というのは、他ではなかなかでき
ないと思える経験をすることがあるが、ある
日突然「校長先生」になる、というのもその
一つであろう。東大に中高一貫の附属学校が
あるのをご存知だろうか。東京大学教育学部
附属中等教育学校、通称「東大附属」である。
教育学研究科の教員が交代で校長を務めるこ
とになっており、今年の3月まで2年間、私
がその役目を仰せつかったのであった。学校
で一番の新米が、思春期真っ盛りの生徒たち
やベテランの先生たちを前に「校長先生」の
顔をして話などしなければならない。これは
つらい。しかし、教育実習に来た東大生の多
くが生徒たちのハツラツとした姿に感激し、
「自分もこんな学校で勉強したかった」と感
想を漏らす、そういう学校である。私も2年
間ですっかり東大附属のファンになってしま
った。

　2年間で強く印象づけられたことの一つは、
「先生」という仕事が非常にやり甲斐のある
面白い仕事だということである。一昔前の熱
血先生ではやっていけないし、受験知識をふ
りかざす「頭でっかち」でもダメ。その場そ
の場の満足を提供する「サービス業」で済む

仕事でもない。臨機応変でありながら長い見
通しを持った判断が常時求められる、その意
味で「知的」であることがモロに試される仕
事なのである。もちろん苦労も多いが、およ
そやり甲斐のある仕事で苦労のないお気楽な
ものなど存在しないだろう。

　最近では「「学校の先生」という仕事」と
銘打った進路セミナーが教育・文・理の各学
部持ち回りで開催されて多くの参加者を集め
るなど、東大生の就職先として「教職」が注
目されているようである。これは実に心強い。
東大生がこれまで以上に教職に進出すること
で、教師が知的な仕事であることを大いにア
ピールしてほしい。また、自分の知性を鍛え
直す場として先生というタフな仕事を選んで
みよう、と考えるようなチャレンジ精神旺盛
な学生にこそ、教職を目指してほしい。その
ためにも、学生たちを感激させるような学び
の場を作り出している東大附属の先生たちの
仕事は、学内でももっと注目されてしかるべ
きだと思う。

今井康雄
（大学院教育学研究科・教育学部）

七徳堂鬼瓦

〒113-8654　 東京都文京区本郷7丁目3番1号
東京大学本部広報課  TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhoukikaku@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp

淡青評論

「学校の先生」という仕事

東京大学広報室
2012年12月17日no.1433

この「学内広報」の記事を転載・引用する場合
には、事前に広報室の了承を得、掲載した刊行
物若干部を広報室までお送りください。なお、
記事についての問い合わせ及び意見の申し入れ
は、本部広報課を通じて行ってください。

http://www.u-tokyo.ac.jp

	表紙
	特集
	コラム
	ニュース01
	ニュース02
	淡青評論 



